日本型大学IR の発展の方向性 －大学経営研究からの提案－ by 両角 亜希子






















































































■ とてもあてはまる　　■ あてはまる　　■ あまりあてはまらない　　■ あてはまらない
2	 きわめて多くの書籍や報告書があるが、一例を挙げると、沖・岡田（2011）、ハワード（2012）、中井他（2013）、
佛淵（2015）、小林・山田（2016）、松田（2017）などである。












































































調整済み R2 乗 0.202
F 値 7.738 ***


















あてはまらない あまりあてはまらない あてはまる とてもあてはまる
IR 組織
ない 6.6% 49.2% 36.1% 8.2% 100.0%
ある 4.2% 47.5% 41.7% 6.7% 100.0%
合計 4.7% 47.8% 40.5% 7.0% 100.0%
学生の学修実態を把握している
合計
あてはまらない あまりあてはまらない あてはまる とてもあてはまる
IR 組織
ない 1.6% 24.6% 60.7% 13.1% 100.0%
ある 20.4% 71.3% 8.3% 100.0%
合計 0.3% 21.3% 69.1% 9.3% 100.0%
学生の学修成果の把握・分析をしている
合計
あてはまらない あまりあてはまらない あてはまる とてもあてはまる
IR 組織
ない 1.6% 34.4% 57.4% 6.6% 100.0%
ある 1.3% 24.6% 65.0% 9.2% 100.0%
合計 1.3% 26.6% 63.5% 8.6% 100.0%
入試や学修成績を結び付けた分析を行っている　*
合計
あてはまらない あまりあてはまらない あてはまる とてもあてはまる
IR 組織
ない 4.9% 50.8% 39.3% 4.9% 100.0%
ある 4.2% 31.7% 54.6% 9.6% 100.0%
合計 4.3% 35.5% 51.5% 8.6% 100.0%
専任の教職員が対応している *
合計
あてはまらない あまりあてはまらない あてはまる とてもあてはまる
IR 組織
ない 24.6% 27.9% 37.7% 9.8% 100.0%
ある 10.0% 26.7% 48.8% 14.6% 100.0%
合計 13.0% 26.9% 46.5% 13.6% 100.0%
学部等から情報収集・分析の協力依頼がある **
合計
あてはまらない あまりあてはまらない あてはまる とてもあてはまる
IR 組織
ない 26.2% 50.8% 21.3% 1.6% 100.0%
ある 13.0% 43.7% 37.8% 5.5% 100.0%
合計 15.7% 45.2% 34.4% 4.7% 100.0%








































































































全体 国立 公立 私立
(N=245) (N=48) (N=39) (N=159)
0 年 20.8 6.3 34.2 22.0
1 － 5 年 13.5 - 15.8 17.0
6 － 10 年 9.0 - 7.9 11.9
11 － 20 年 16.7 18.8 23.7 14.5
21 年以上 40.0 75.0 18.4 34.6














































































































































































































































■ あてはまらない　　■ あまりあてはまらない　　■ あてはまる　　■ とてもあてはまる



















































































今の勤務先に今後も働き続けたい 4.3 14.2 46.4 35.2 100.0























(定数 ) *** ***
偏差値
偏差値（40-49）
偏差値 (50-59) 0.064 + 0.005
偏差値 (60-) 0.079 * 0.044
所属学部の
課題
学生確保 -0.011 0.072 +
ポスト予算の削減 -0.060 * 0.011
教育改革・改善 0.025 -0.011
勤務先の大学
勤務先大学の改革の方向性は正しいと思う 0.116 *** 0.061
勤務先の経営状態が不安だ -0.023 0.053
職場の風土
共通の目標に向かって行動することが重視されている 0.102 *** 0.106 ***
構成員の個人的・専門的成長が重視されている 0.115 *** 0.076 *
専攻・コース内の人間関係は円満だ 0.063 * 0.008
公平で平等な手続きが重視されている 0.193 *** 0.005
相談できる教員仲間や事務職員がいる 0.230 *** 0.309 ***
執行部
執行部への評価 0.029 0.034
執行部からの要求や圧力があり、自主的な意思決定が制約される -0.118 *** -0.039
F 値 39.590 *** 13.207 ***
調整済み R2 乗 0.368 0.156

























偏差値 (50-59) -0.065 0.937




ポスト予算の削減 -0.179 0.836 *




相談できる教員仲間や事務職員がいる 0.189 1.208 +
執行部との
関わり





勤務先の大学を良くしていきたい 0.499 1.647 ***
定数 -1.580 0.206 **
Cox-Snell R2 乗 0.064
Nagelkerke R2 乗 0.087
モデル適合度 0.000
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リチャード D. ハワード編 ; 大学評価・学位授与機構IR研究会訳 2012『IR実践ハンドブック 
: 大学の意思決定支援』玉川大学出版部
